





































































年　度 件　数 金　額（円） 件　数 金　額（円）
1919 22 1,310 77 1,806
1920 71 2,203 31 1,511
1921 200 6,121 23 3,429
1922 862 16,550 116 13,590
1923 814 38,806 148 55,464
1924 1,565 88,452 231 51,694











京都 252 20 3 570 5 480 4 44
大阪 1,422 26 30 1,946 17 1,891 49 60
兵庫 193 9 3 513 3 493　 3 23
愛知 127 6 6 390 2 349 3 13
三重 13 3 1 289 1 282 3 9
奈良 660 15 11 1,040 12 1,027 3 49
滋賀 8 7 1 269 1 283 5 12
岐阜 13 1 1 294 3 312 4 10
福井 1 2 0 280 0 269 4 10
石川 3 1 0 269 1 278 1 7
鳥取 106 4 2 358 5 356 3 10
島根 62 2 1 315 4 330 4 17
岡山 32 3 3 309 2 312 4 13
広島 18 2 0 298 1 291 2 10
山口 28 8 0 311 0 283 3 6
和歌山 1,180 9 13 1,526 5 1,393 2 27
徳島 2,323 6 14 2,761 11 2,643 3 16
香川 117 0 1 372 2 358 4 6
愛媛 106 10 3 362 6 355 4 16
高知 303 4 2 601 2 568 1 4
その他 449 18 12 754 15 741 32 142





























































大阪市場 （1932～34年平均） 神戸市場 （1934年） 大阪市場 （1937年） 神戸市場 （1937年）
順
位
出荷地名 金額（円） 出荷地名 数量（貫） 出荷地名 数量（貫） 出荷地名 数量（貫）
1 愛媛 　　　　　354,933 広島 　　344,680 徳島 　　224,971 京都 　　115,892
2 広島 　　　　　237,901 愛媛 　　298,230 京都 　　168,781 徳島 　　67,222
3 和歌山 　　　　　196,312 徳島 　　181,070 大阪 　　56,358 大阪 　　22,723
4 大阪 　　　　　146,476 山口 　　71,640 和歌山 　　24,814 香川 　　22,723
5 静岡 　　　　　107,860 静岡 　　61,300 その他 　　　6,970 島根 　　21,599
6 大分 　　　　　　39,954 和歌山 　　33,550 愛媛 　　　4,048 愛媛 　　15,026
7 鹿児島 　　　　　　26,965 大阪 　　23,930 香川 　　　　222 高知 　　　2,427
8 山口 　　　　　　21,203 神奈川 　　23,190 高知 　　　　138 和歌山 　　　2,263
9 香川 　　　　　　18,731 香川 　　15,650

































































































































































年次 栽培面積（反） 生産量（貫） 金額（円）
　1921 2,796 283,520 127,584
　　22 2,864 369,250 132,870
　　23 3,025 337,649 131,965
　　24 3,267 420,321 159,722
　　25 3,453 423,008 155,210
　　26 3,722 536,074 239,289
　　27 4,155 428,227 173,583







































































































































































































































































































































３月下旬 ４月上旬 ４月中旬 ４月下旬 ５月上旬 ５月中旬 ５月下旬
貫 大阪市場 数量（貫）
徳島産
大阪市場 数量（貫）
京都産
神戸市場 数量（貫）
徳島産
神戸市場 数量（貫）
京都産
（出所）四国四県経済更生連絡委員会『筍ニ関スル調査』1938 年、32～42 頁。
（出所）図３に同じ。
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　図４によれば、３月下旬の貫当たりの価格は、大阪市場では徳島産が85銭、京都産が89銭、
神戸市場ではそれぞれ80銭、87銭と京都産がやや高いものの、それほどの価格差はなく、徳島
産は京都産に近い高価格をつけながら、出荷量が大きいため両市場において販売総額では京都
産を大きくうわまわっていた。
　４月中旬にかけて、最盛期における出荷量は徳島産が京都産を大きく凌駕した。ただし、こ
の時期には出荷量の増加に伴い価格が下落しはじめ、４月中旬～下旬にかけて急落する。京都
産も同様に価格を下げていくが、徳島産の下落率の方が大きかったために両産地の価格差が拡
大し、４月中旬～下旬には神戸・大阪市場ともに徳島産は京都産の半値近くになった。
　しかし、４月中旬には出荷量が3倍近く伸張しており、価格の下落を大量の出荷量で補うか
たちとなっていた。その後、４月下旬～５月下旬には、漸次出荷量も低落していき、同時に
「品質亦低下する為価格低落し往々採算不利」となっていた(4)。
　つまり徳島の筍出荷は、３月からの早期出荷と、４月中旬までは価格低落を補うための大量
出荷をおこなうことが、他産地との市場競争を有利に進めるための不可欠の条件となっており、
農会の販売戦略もそこに重点を置いて「早期出荷」を奨励していたのである。
【注】
(1)「一日千貫は喰潰す　阪神の阿波筍」『徳島県農会報』第387号、1929年5月25日。
(2)中藤康俊『日本農業の近代化と経営』古今書院、2000年、223頁。
(3)農林省農務局『農産物配給改善ニ関スル調査』1929年4月、167頁。
(4)前掲『昭和五年一月　徳島県農産物販売改善事例（其ノ一）』24頁。
おわりに
　以上見てきたような農会主導による出荷組合を軸とした共同集出荷体制は、他の道府県にお
いても同様に推進されたため、必然的に産地間競争の激化をまねき、しかもこの競争激化によ
って出荷数量の調整や価格維持が困難となり、販売斡旋事業＝共同集出荷事業の撹乱・阻害要
因となり始めた。このように、農会が小作争議への対応を軸に協調組合を通じて推進された
「協調主義」的組織化と同様に、「経済主義」的組織化も限界をもったのであり、その解決に
は30年代以降の生産出荷協定の実施というような統制レベルを強化した政策の発動を待たねば
ならなかったのである。
　しかしながら、戦間期において、頻発する小作争議や農業構造の変化を背景に変容する農村
社会のなかで、また都市化にともなう「大衆消費社会」の端緒的な形成過程において、徳島県
では農業諸団体のなかでも農会が中心となり、農村・農民の「協調主義」的組織化と相互補完
的に、「経済主義」あるいは「生産力主義」的な組織化を行ったこと、しかも積極的なマーケ
ティング活動と、それを「情報」を軸にして推進した点に注目したい。
　「協調主義」的組織化においては、協調組合の設立過程や小作調停の情報をメディアへ提
供・発信して、小作法未成立状況のなかで、いわば「小作（社会）法的秩序」を先取りしたシ
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ステムを「行政指導」的に構築するという戦略が実行された。
　いっぽうの「経済主義」組織化においては、本稿でみたように「阿波筍」などの特産品の農
産物斡旋販売事業を推し進め、その過程で農会は、「市場情報」の収集とそれの産地への伝
達・発信活動を積極的に行い、それを通して出荷調整や出荷方法の改善が重ねられ、販売の促
進をはかることで、小農経営の改善・安定に一定の成果をあげることが企図されたのである。
　このように、農会が戦間期の農村社会の変容のなかで、農村・農民の安定化・組織化のため
に新たな統合システムの構築をめざして用いた手法は、戦後の「大衆消費社会」・「情報化社
会」の本格的な展開のなかで、その統合手法の原型をなすものであったともいえよう。もちろ
ん、とくに「経済主義」組織化において用いられた手法は、企業のマーケティング活動の先駆
的形態そのものであったといえるのである。
　本稿は、1997-1999年度の科研費研究「戦間期における農産物市場争奪競争の展開」の成果の一部であ
り、『両大戦間期における農村社会の変容と農会』（岡山大学博士論文、2001年3月）の未公刊部分に加筆
修正したものである。
